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中高生の飲酒行動に関する全国調査

オサキ ヨネアツ

尾崎 米厚
ミノワ マスミ

簑輪 眞澄
スズキ ケンジ

鈴木 健二
ワダ キヨシ

和田 清

　全国を代表する中高生の飲酒行動を明らかにするための調査を行った。層別1段クラスター抽

出により中学校122校，高等学校109校を抽出して調査を行った。調査時期は1996年12月～1997年

1月末であった。中学校は80校（65.6％），高等学校は73校（67.0％）から回答があり，115,814

通を解析対象とした。

　飲酒状況をみると，飲まないと回答した者の割合が男女とも学年と共に減少した。月1～2回

飲酒，週末ごとの飲酒および週数回の飲酒をする者の割合は男女とも学年に伴って増加した。週

1回以上飲酒する者の割合は男子では中学1年で4.4％であったが，高校3年では16.8％にも上っ

ていた。女子では，中学1年で3.1％であったのが高校3年では7.0％に上昇した。いずれも中学

3年と高校1年の値の間に飲酒率の飛躍が認められた。男子は女子に比べ飲酒率が高い傾向にあ

った。月飲酒者率（この30日に1日でも飲酒した者の割合）も，男子では学年があがるにつれ上

昇する領向にあった。女子では月飲酒者率が学年が上がってむしろ減少する場合も認められた。

飲酒機会別の飲酒経験率をみると冠婚葬祭が高く，次いで家族と一緒のときが高かった。これは

学年が低いときから経験率が高く学年が上がってもさほど上昇しないが，「コンパ等で」，「居酒

屋等で仲間と」，「誰かの部屋で仲間と」飲んだとする者の割合は学年が上がるにつれ急激に上昇

した。飲酒機会別経験率の男女差は小さかった。「コンパ等」，「居酒屋等で仲間と」，「誰かの部

屋で仲間と」，「一人で」飲んだことのある者の割合は飲酒頻度が増えるにつれ高くなった。学年

と共に，多量の飲酒をする者の割合が増加した。飲酒者の飲む酒の種類は，中学1年男子の58％

がビールを飲んでおり，その割合は学年があがるにつれ上昇し高校3年男子では77.5％であっ

た。男子では果物味の甘い酒を飲む者がどの学年でも飲酒者の5割前後認められた。また，強い

酒を飲む者は男子では学年と共に増加し，高校3年では飲酒者の約2割認められた。女子ではど

の学年でも飲酒者の6～7割以上の者が果物味の甘い酒を飲んでいた。飲酒者数を分母にすると

高校3年男子の飲酒者の6割強がコンビニエンスストアで酒を買っており，約4割が居酒屋など

で飲んでいることが明らかとなった。これらは女子でもほとんど同様の割合であった。
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